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五ヶ瀬町概要

面積：171.73㎢（約88％が森林）

人口：3,113人（令和6年3月）

標高：620ｍ

平均気温：13度

一般会計当初予算：55億4700万円

・九州島発祥の地（4億3千万年前の地層）

・日本最南端のスキー場

・平成の名水百選（妙見神水）

・肉牛、お茶、椎茸



町税

284,203 

5%

地方交付税

2,200,000 

40%

国庫支出金

772,754 

14%

県支出金

697,683 

12%

繰入金

490,799 

9%

地方債

383,500 

7%

依存財源のその他

184,526 

3%

自主財源のその他

533,535 

10%

歳 入

55億

４，７００万円

一般会計の歳入

議会費

66,589 

1%

総務費

650,099 

12%

民生費

782,845 

14%

衛生費

510,285 

9%

農林水産業費

589,105 

11%商工費

447,637 

8%

土木費

402,311 

7%

消防費

151,886 

3%

教育費

328,282 

6%

災害復旧費

1,007,177 

18%

公債費

474,766 

9%

諸支出金

131,018 

2%

予備費

5,000 

0%

歳 出

55億

４，７００万円

一般会計の歳出
（単位：千円） （単位：千円）



■人口

推 計 人 口（人）10.1現在
平成17年 平成22年 平成27年 令和２年 令和５年
４，８１２ ４，４２７ ３，８８７ ３，４７２ ３，１４３

■出生数と死亡者数

■一般世帯数 1,196世帯

※10/1～9/30 平成2５年 平成３０年 令和５年
出生数 ２５ １９ １６
死亡数 ▲７４ ▲７６ ▲７６
社会減（転出・入） ▲８１ ▲３６ ▲６１
人口増減 ▲１３０ ▲９３ ▲１２１

６５歳以上世帯員のいる一般世帯 一般世帯に占める割合（％）
高齢者のみ 高齢者のみ

５０３ ２３６ ４２．１ １９．７

増 減 数（人）
H20～25 H25～30 H30～R5
▲405 ▲４４８ ▲５１５

H２0～R5
▲1,3６８人

町の人口



町の人口推移～自然動態
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年平均49人の自然減



167
192

159
175 163 156

141

178
151 152

-245 -233

-199
-224

-210
-184

-199 -211
-194 -206

-78

-41 -40 -49 -47
-28

-58
-33 -43 -54

-300

-250

-200

-150

-100

-50

0

50

100

150

200

250

転入数 転出数 社会増減

町の人口推移～社会動態
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平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

人

年平均47人の社会減



町の人口推移～児童生徒数
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学校名 R5年度 R6年度 R7年度 R８年度 R9年度

鞍岡小 30(4) 28(4) 27(5) 24(3) 25(5)

三ケ所小 54(8) 44(8) 46(10) 46(4) 43(7)

坂本小 28(5) 27(3) 24(3) 17(0) 19(5)

上組小 15(2) 12(1) 11(1) 13(3) 10(0)

小学校計 127(19) 111(16) 108(19) 100(10) 97(17)

五ヶ瀬中 65 67 55 53 51

小中学校合計 192 178 163 153 148

※ （ ）は小学校入学予定者の人数
※ 三ケ所小のＲ6年度以降の児童数には、五ヶ瀬中等教育学校教師の帯同児童を未計上。

（単位：人）



推計値

町の人口
人口の推移
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1,321 1,266 
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6,034
5,808

5,392
5,265
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町の人口推移～２０代・３０代女性
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2010 2020 増減率

２０代 ３０代 計 ２０代 ３０代 計

坂本地区 ２１ ３３ ５４ ８ ２３ ３１ △42.59%

三ケ所地区 ３８ ８９ １２８ ２２ ５６ ７８ △38.58%

桑野内地区 １５ ３５ ５０ ６ １４ ２０ △60.00%

鞍岡地区 ２１ ４９ ７０ １１ ２６ ３７ △47.14%

計 ９５ ２０６ ３０１ ４７ １１９ １６６ △44.85%

資料：国勢調査

※ 参考
高千穂町 △30.74% 日之影町 △15.18% 諸塚村 △18.45％
椎葉村 △30.56% 美郷町 △28.15% 宮崎市 △22.31%

（単位：人）

子育て世代の減少が少子化に繋がっている。



子育て世代減少の原因（一部）

結婚を機に親と別居（核家族化）
五ヶ瀬町に移住したい

町内に住む家がない
・中山間部のため家を建てられる土地がない
・家計的に家を建てれない
・民間賃貸物件がない
・町営住宅の空きがない
・空家はあるが賃借物件がない

町外に住むしかない

町外から町内に仕事に通う
町外で仕事を見つけそのまま生活

住宅が供給できれば
子育て世代の流出を
抑えることができる

子育て世代減少による少子化



町の施策
町営住宅の建築

Ｒ４年度・・・戸建て１棟(新築)、空家リフォーム１棟

Ｒ５年度・・・戸建て２棟(新築・Ｒ６繰越)、空家リフォーム１棟

町有地分譲（住宅用地として売却）

Ｒ４年度・・・１筆 Ｒ６年度・・・１筆

ソフト事業として、

(ア)少子化対策 婚活イベント実施、出会いづくり推進員の設置

結婚新生活支援制度

(イ)移住定住策 空家利活用促進支援事業、移住定住奨励金

移住者向け住宅建築支援事業、移住支援金

移住定住サポーター設置

(ウ)子育て分野 中学生までの医療費無償化、出産・子育て給付金

おむつのサブスク制度



企業版ふるさと納税

子育て世代用の住宅建築が急務
ただし

町の財政上、多額の予算が確保できない

企業版ふるさと納税で

ご支援いただくことで

町だけでなく住民も幸せになれる



ご清聴ありがとうございました


